
2021年度入学試験問題

数 学

理　系

試験時間 150分

答案作成上の注意

1 この問題冊子には，問題が 5問あります。総ページは 16 ページで，問題は 4ペー
ジ以降の偶数ページにあります。

2 解答用紙は 5 枚です。解答はすべて対応する番号の解答用紙の所定の解答欄（表
面）に記入しなさい。解答用紙の注意書きもよく読みなさい。

3 受験番号は，それぞれの解答用紙の所定の欄（2ヶ所）に必ず記入しなさい。

4 試験終了後は，解答用紙の右上の番号の順に並べなさい。

5 配付した解答用紙は，持ち出してはいけません。

6 試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

7 この問題冊子の裏表紙には，試験時間中に机の上に置いてよいものを記載してい
ます。
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〔 1 〕　 aを実数とする。関数 f(x) = − 2
3
x3 + 2a+ 1

2
x2 − axが x = aで極大値

をとるとき，次の問いに答えよ。

(1) aの満たす条件を求めよ。

(2) 次の不等式を解け。
x+ 1 + x− 2 ≦ 4

(3) xが (2)の範囲を動くとき，f(x)の最大値と最小値を aを用いて表せ。

— 4 —



空　白

— 5 —



〔 2 〕　 座標平面において，二つの放物線

y = x2, y = −
√
2x2 + 3x+

√
2

上にそれぞれ点 A(1, 1)，点 C
(√

2− 1,
√
2 + 1

) をとる。次の問いに答
えよ。

(1) 放物線 y = x2上に点Aと異なる点Bがあり，−→
ABと−→

CBは垂直である
とする。このとき，Bの座標を求めよ。

(2) 放物線 y = −
√
2x2 + 3x +

√
2上に点 Cと異なる点 Dがあり，−→

ADと
−→
CDは垂直であるとする。このとき，Dの座標を求めよ。

(3) B，D はそれぞれ (1)，(2) で定めたものとする。このとき，四角形
ABCDが正方形であることを示せ。
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〔 3 〕　 1個のさいころを 3回投げる。1回目に出た目の数を a，2回目に出た目の
数を b，3回目に出た目の数を cとする。また，

f(x) = (−1)ax2 + bx+ c

とする。次の問いに答えよ。

(1) b2 > 4cである確率を求めよ。

(2) 2次方程式 f(x) = 0が異なる二つの実数解をもつ確率を求めよ。

(3) 2次方程式 f(x) = 0が異なる二つの実数解をもつとき，f ′(1) = 7であ
る条件付き確率を求めよ。

(4) 2次方程式 f(x) = 0が異なる二つの実数解をもつとき，少なくとも一
つが正の解である条件付き確率を求めよ。
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〔 4〕　 a，b，cを実数とし，2次方程式 x2+x− (c−1) = 0が実数解 α，β（α < β）
をもつとする。さらに，二つの等式 a+ b = c2，aα+ bβ + c = 0が成り立つ
とき，次の問いに答えよ。

(1) α，βおよび b− aを，それぞれ cを用いて表せ。

以下において，a，b，cを自然数とする。

(2)
√
4c− 3が自然数でないとき，自然数 a，b，cの組を求めよ。

(3) 自然数 sを用いて，4c− 3 = s2と表せるとき，sと aは等式

s5 − s4 + 6s3 + 2s2 + (9− 32a)s = −15

を満たすことを示せ。

(4) (3)のとき，自然数 a，b，cの組をすべて求めよ。
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〔 5 〕　 次の (A)，(B)から 1題を選択して解答せよ。解答欄の（A・B）（問題番
号〔5〕の右側）において，選択した問題記号を○で囲むこと。

（A） 座標平面において，曲線 y = ex上の点 P (t, et)における法線を ℓと
し，ℓと y軸との交点をQとする。t \= 0のとき，線分 PQの中点をRとし，
t = 0のときはR (0, 1)とする。次の問いに答えよ。

(1) 直線 ℓの方程式を求めよ。

(2) tが実数全体を動くとき，点Rのえがく曲線C の方程式を求めよ。

(3) (2)の曲線 C，y軸，直線 y = e−2 + e2 で囲まれた図形 F の面積を求
めよ。

(4) (3) の図形 F を x 軸のまわりに回転して得られる回転体の体積を求
めよ。

（B） 座標平面において，O(0, 0)，A(4, 0)，P (3, 0)とする。線分OAに
点 Pで接する円 C を内接円とする△OABを考える。ただし，円 C の中心
は第 1象限にあるとする。次の問いに答えよ。

(1) OBとABの差は一定であることを証明せよ。

(2) 円C の半径を rとするとき，rのとる値の範囲を求めよ。

(3) rが (2)の範囲で変化するとき，点 Bの軌跡の方程式を求めよ。また，
その概形をかけ。
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